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目標
農業政策における生態系サービス評価
• 農業における生態系サービス評価は，世界の農業環境政策の中で，
地球規模での持続可能性の実現に向け，重要な役割を持つというこ
とが共通認識としてEUを中心に形成されつつある。

• わが国では，水田農業の多面的機能の議論が進んできたが，生態系
サービス評価との整合性については今後の課題とされてきた。

• 本研究では，日本型の農業環境の生態系サービス評価について，
ケーススタディを通じて，供給サービス，調整サービスを中心に多
様な評価を実施し，地理空間データベースに統合化する手法を開発
する。

• あわせて，データベースを活用して生態系サービス評価の可視化に
関する手法も検討する。



農業政策における生態系サービスの先行研究

A.G.Power,  Review, Ecosystem services and agriculture, tradeoffs and synergies, 2010,
Philosophical Transaction of Royal Society B



先行研究（Review paper）におけるターゲット

•環境から農業へ
• 病虫害防除，受粉，水環境，土壌栄養等に現れる生態系サービス

•農業から環境への影響
• Disservice：栄養塩収支，汚濁，温暖化ガスの排出（メタン，N2O）

• 生態系サービス：温暖化ガスの排出抑制（CO2の吸収）

•生態系サービス間のトレードオフ
• サービスの出し手と受け手の空間的な不一致

• 評価に関する空間スケールの違い



水田筆ポリゴン

空間データベース調査項目

調査分野 調査項目

土壌・水
環境

土壌物理性，土壌化学性，用
排水路の水質，流量

生態系 水田圃場内外の植物相，昆虫
類

農村社会
システム

水田農業の維持管理，生態系
サービスの活用状況

福井県池田町の事例調査（2021年～）

目的：生態系サービスの可視化に向けた農業環境の
地理情報データベースの構築

方法：事例調査に基づくデータ収集と生態系サービスの空間解析

達成目標：生態系サービスの空間データベースとその可視化ができること



研究組織

農林水産政策研究所
政策研連携研究課題
環境に配慮した農業生産活動による生態系及び
社会経済等持続可能性の総合的評価手法の開
発に関する研究

中核機関
東京農工大学（加藤，杉原）

委託研究課題
環境保全型農業管理における生態系サービスの評価に向けた地理空間
データベースの構築と解析の研究
研究項目① 研究統括および水・土壌環境の分析

共同機関
京都大学（東樹）

委託研究課題
環境保全型農業管理に
おける生態系サービス
の評価に向けた地理空
間データベースの構築
と解析の研究

研究項目④
DNA分析による生物多
様性評価の手法検討

共同機関

新潟大学（吉川）
委託研究課題
環境保全型農業管理にお
ける生態系サービスの評
価に向けた地理空間デー
タベースの構築と解析の
研究

研究項目③農地利用形態
の変化が流域の水文環境
に与える影響の分析

共同機関
東京大学（橋本）

委託研究課題
環境保全型農業管理における
生態系サービスの評価に向け
た地理空間データベースの構
築と解析の研究

研究項目② 里地・里山の生
態系サービス評価を通じた農
業生産の貢献解明

共同機関
東京都立大学（大澤）

委託研究課題
環境保全型農業管理におけ
る生態系サービスの評価に
向けた地理空間データベー
スの構築と解析の研究
研究項目⑤基盤情報整備、
生態系サービスの潜在量推
定



研究の内容（令和3～5年度）

•対象地域：福井県池田町

•水田農業の特徴：環境保全型水田農業（3タイプ）

•空間スケール：圃場スケールから用水系統のブロックスケール

•水，土壌，植物，昆虫等の測定項目から評価項目および生態系
サービス評価へとつなげる

•シナジー／トレードオフの観点から：農業生産活動が生態系
サービスに与えるインパクトを評価



生態系サービスのトレードオフ評価イメージ

Foley et al. (2005) 

自然生態系 集約型農業が営まれる農地 生態系サービスが回復された農地

ある生態系サービスの増加（向上）は，他の生態系サービスの劣化を伴うことがある



対象地域：福井県池田町の紹介



標高データ

足羽川観測点

水海川

足羽川

魚見川

国土交通省流量観測点

降雨観測点

降雨観測点



土地利用図

ほぼ森林
傾斜地の水田



土壌図



有機農業
の実施状
況





観測結果（水質）
地点 緯度 経度 水深(cm) EC(mS/m) 温度(℃) T-N T-P SS(mg/L)

最下流 135 54 36.9 136 21 22.6 19 8.3 11 0.65 0.05 0.00

水海川下流(11/26) 235 53 39.3 136 21 34.8 10.5 9.9 0.83 0.08 8.50

水海排水路 335 53 40.4 136 21 35.4 10.6 10 0.73 0.07 10.50

最上流 1935 50 34.9 136 16 27.0 13.5 6.1 10.4 0.98 0.05 7.50

魚見川上流１ 1835 51 23.5 136 17 37 6.7 9.3 1.04 0.02 0.50

魚見排水路12 1735 51 22.7 136 18 42.9 6.8 8.7 0.84 0.13 5.00

魚見排水河川5 1635 51 31.1 136 19 4.2 7.1 9 0.80 0.08 0.00

魚見川中流3 1535 51 40.7 136 19 4.1 6.7 9.7

魚見川集落 1435 51 46.9 136 19 6.2 7.2 9.1 0.61 0.09 6.00

魚見川10 1335 52 26 136 19 48.5 6.9 8.8 0.97 0.16 1.50

魚見排水河川3 1235 52 53.7 136 19 52.8 10.1 9.1 0.77 0.07 8.00

魚見川合流前（ウッドラボ） 1135 53 26.2 136 20 17.6 7.3 9.1 0.68 0.04 6.00

魚見排水河川2 1035 53 39.7 136 20 19.0 8.3 8.9 0.84 0.07 6.00

ツリーピクニックアドベンチャー 935 51 44.7 136 22 1.9 6.4 8.6

足羽川上流（かずら橋下流） 835 51 39.5 136 21 49.8 7.4 7.5

足羽排水路13 735 52 35.1 136 21 21.2 10 9.2

足羽合流前 635 53 9.4 136 20 34.7 7.6 8 0.67 0.04 5.50

足羽川中流 535 53 47.7 136 20 45.4 7.6 8.4 0.68 0.06 4.00

水海川上流(11/27) 435 52 47.9 136 22 35.2 10 7.8 0.66 0.09 1.50



期待される結果

•生態学や土壌学，農業水利・水文学的な知見にもとづくフィー
ルド・レベルの生態系サービスの観測結果の空間解析

•農林水産政策研究所による社会経済的影響評価や総合的評価手
法の開発に不可欠な観測データと測定項目の抽出

•環境保全型農業の社会経済的な影響評価や総合的評価手法の開
発



おまけ：トレードオフの評価手法として
なにがあるか？

• Natural Capital model（NCモデル）

• InVEST

• SWAT

等による評価手法が試行されている

NCモデルの適用事例

オランダ アムステルダムの都市緑化に関するNCモデルによるシナリオ評価



オランダ アムステルダム



NCモデルの大枠（生態系サービスから社
会の利益へ）

ラスターマップの重ね合わせの計算を
実施



NC-Modelのインプット



6つのサブモデル（大気，移動，不動産
価値，都市の冷却，健康，保水能）



4つのシナリオ
(3つのグリーンインフラシナリオと現状維持シナリオ)

1) Green Neighborhoods: 住宅地周辺に緑地を新たに設置する

2) Green Network: 道路沿いに街路樹や緑地帯を設け，自転車や
ランニング等の機会を増やす

3) Urban Parks: 公園緑地を拡大する



現状維持シナリオにおける土地利用，緑地の分布



シナリオごとの緑地分布



結果





シナリオ（異なる土地利用）ごとの比較



水田グリーンインフラの評価手法の開発に貢献

•必ずしもレーダーチャートである必要はないが，同様の手法に
より，評価指標の統合化を検討する

•欧州の生物多様性戦略2030やFarm to Fork戦略に対応する日本
（もしくはアジア全般の稲作地帯の）版の持続可能な農業政策
の確立に貢献


